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1.は じめに

伊王島層群,馬込層最下部を構成する沖ノ島

礫岩は結晶片岩を主体 とする礫から構成 され

る.こ のような礫層の存在は,高圧変成岩体の

地表への隆起と,一方で礫が堆積するファンデ

ルタやチャネルあるいは堆積盆の形成が示唆さ

れる.

また,本地域北側 と東側には,高圧型結晶片

岩の西彼杵変成岩および長崎変成岩 (う ち三和

累層)が分布する (第 1図 )。 同変成岩の放射年

代については,西彼杵変成岩が80-60Ma(Hattori

and Shibata,1992),長 崎変成岩 (う ち三和累

層)の 白雲母のK―Ar年代が86-68Ma(植 田・大貫

1968ほ か),ジルコンのU―Pb年代が約92Ma(長 田

ほか,2017な ど)と なっており,三波川帯に相当

するものと考えられる (Nishimura,1998:西村

ほか,2004な ど)。 よって,周辺地域の結晶片岩

が含まれる礫層の存在は,先述 した変成岩の地

表への上昇プロセスを制約するものとして期待

される。さらに,四 国から東へ繋がる三波川帯

の上昇および中央構造線 との関係性も注 目され

る。

そこで,今回は伊王島層群を含む西彼杵地域

を中心として, さらに四国方面における三波川

帯の上昇に関係すると思われる先第二系堆積

物および三波川変成岩に関する年代研究の レ

ビューを行い,その関係性について考察を行 う

こととした。
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第 1図 :西彼杵および長崎変成岩体の地帯構造
区分図と各岩体の放射年代 (日 本地方地質誌
九州 口沖縄地方の図に加筆 )

2.伊王島層群の産状,ナ ノ化石年代研究のレ

ビュー

伊王島層群は,下位より沖ノ島層 。馬込層・

船津層 0大 明寺層に区分 され (第 2図 ),こ の

うち,沖ノ島層は泥質砂岩 と頁岩の互層で貝化

石を含む (第 3図 ).馬込層は,基底部に沖ノ

島礫岩 (第 4・ 5図 )を挟んで上位は平行～斜

交葉理からなる粗粒砂岩で生痕化石が発達 し,

一部に石炭の薄層や珪化木を含む浅海層である

(第 6図 ).
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伊王島層群沖ノ島礫岩 と西彼杵変成岩の上昇開始時期について

沖ノ島礫岩は黒色片岩や石英片岩 を主体 と

し,火山岩 (赤色酸化含む)や深成岩も含んで

いる。結晶片岩類は最大10cmサイズに達 し,か
つ亜角礫～角礫であるのに対 し,火山岩や深成

岩はより細粒かつ円～亜円礫であることが多

い。また,馬込層の粗粒砂岩中にも片岩粒が含

まれている。
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統)と 重複する結果を示 してお り,層序の逆転

などがない場合,馬込層 (沖 ノ島礫岩含む)は
CP14b―CP15a(中 期始新統～後期始新統)に該

当する可能性がある.

一方,井 口 (2016)で は沖 ノ島層 と三池炭

田地域の四ツ山層の比較か ら,沖 ノ島礫岩が

CP15b―CP16a(後期始新統)に対比 され,沖 ノ

島礫岩の堆積時における削剥等により,沖 ノ島

層上部 (CP15a― CP15b)が 欠損 している可能性

も指摘 している.

第 3図 :沖ノ島層泥質砂岩と頁岩の互層

第 4図 :沖ノ島礫岩中の黒色片岩・石英片岩
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第 2図 :伊王島地域の地質図
(Yamaguchi et al., 2008に 基 づ́)く )

過去の浮遊性有孔虫と渦鞭毛藻化石を用いた

年代分析では,そ れぞれ馬込層を前期漸新統 (浅

野,1962)と 伊王島層群全体を始新統に対比 (栗

田 0山 口,2003a:2003b)と 異なる結果が得ら

れている.

そ こで,Yamaguchi(2008)で はOkada and

Bukry(1980)の分類に基づき,栗 田・山口 (2003a

:2003b)の 同サンプルを用いて,伊王島層群

の沖ノ島層および船津層の泥岩～泥質砂岩のナ

ノ化石年代分析が行われた (第 8図 )。 これに

よると沖ノ島層はCP14a―CP14b(中 期始新統 ),

船津層はCP14a―CP16c(中 期始新統～前期漸新
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第 5図 :沖ノ島礫岩に含まれる深成岩
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第 6図 :馬込層の粗粒砂岩 (ラ ミナが発達)

3.香焼島,高島および崎戸・松島地域との比

較と西彼杵変成岩の上昇開始時期

伊王島以外,以下の西彼杵地域 (第 7図 )に

結晶片岩に富む礫岩層が分布する。

(1)香焼島地域

従来,香焼層 として整理 されていたが (地質

調査所編,1962な ど),下部は自亜紀起源の三瀬

層 として区分 され (家坂ほか,1971),残 りの部

層のみが現在,香焼層とされている。天草地域

の赤崎層群 と対比 され暁新統 と言われている

が,根拠 となる化石年代は不明である。上部に

は結晶片岩に富む礫岩が分布 している。長 田

(2014)で は,香焼島の砂岩中の砕屑性ジルコン

年代で,最 も若い値を91Maと してお り,堆積年

代はそれ以降の古第二紀を想定している.

(2)高島地域

高島層群とされ,二子島層 と端島層に区分さ

れる (地質調査所編,1962な ど)。 二子島層中部

に介在する礫岩は,こぶ し大で結晶片岩礫が多

いとされ,す ぐ上位の砂岩はサン ドパイプの生

痕化石が発達するなど,沖 ノ島礫岩や馬込層 と

類似する点が多い。根拠 となる化石年代は不明

であるが,前期～中期始新統とされている。

(3)崎戸 0松島地域

下位 より,赤崎層群・寺島層群・松島層群・

西彼杵層群に区分 され (地 質調査所編,1958な

ど),赤崎層群や寺島層群には結晶片岩礫は見

られず,松島層群中の中戸層に多く結晶片岩礫

が含まれるようになる。この地域については,

Okada(1992)に よるナノ化石年代の分析結果か

ら,中戸層がCP15b(後期始新統)に対比されて

いる (第 8図 ).

以上の結果からは,西彼杵地域における周防

帯を除く変成岩の上昇とそれに伴 う同岩の堆積

開始は,中期始新世～後期始新世である可能性

が高い。但 し,香焼島については堆積年代が不

明であり,ジルコン年代も砂岩からのものであ

るため,変成岩の特定には至 らない。従って ,

長崎半島西岸に分布する周防帯の結晶片岩 (西

村,2004)由 来の可能性もある.ま た高島地域

についても,従来通 り香焼層・高島層群・伊王

島層群の整合関係にあるとするならば,周 防帯

由来の可能性も否定できない .

なお,西彼杵半島西岸には呼子の瀬戸断層が

存在する (長浜,1962ほか)ほか,海岸線に沿 う

外海断層の存在が推定されている (地質調査所

編,1993ほか).呼子の瀬戸断層は断層を挟んで

東側が西彼杵変成岩,西側に大瀬戸花商閃緑岩

(89-93Maま たは96-98Ma)が接 しており,古中央

構造線の可能性も指摘されている (服部,1998).

なお,長崎半島については,西村ほか (2004)

および高地ほか (2011)な どにより,深堀・脇

岬断層を古中央構造線 としている。

西彼杵地域の古第二系は,いずれも上記断層

の西側に分布 してお り,その堆積場は中央構造

線の内帯側に形成されたと推定される。
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第 7図 :西彼杵地域で結晶片岩の多い先第二系礫
層(日 本地方地質誌 九州口沖縄地方の図に加筆)
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第 8図 :伊王島および崎戸 口松島地域におけるナノ化石年代 (Yamazaki,2008,Okada,1992に よる)

4.四 国地方における結晶片岩礫堆積層の化石

年代および結晶片岩礫の絶対年代

(1)ひわだ峠層

愛媛県久万高原町付近に分布する結晶片岩の

細礫や粗粒砂岩か らなる浅海性堆積物である

(第 9図 ).基盤の三波川変成岩を不整合に覆い
,

礫岩は主に三波川変成岩由来とされ,浅海に形

成 されたファンデルタ堆積物 と推定されている

(楠橋ほか,2017).

堆積年代は,永井 (1972)な どの有孔虫化石

による研究では中期始新統 とされ,成 田ほか

(1999)に よる渦鞭毛藻化石の年代からは前期始

新統とされている。さらに松原ほか (2017)で は,

過去の化石年代の総合比較を行い,中期始新統

前期と結論づけた .

また,結晶片岩礫中のフェンジャイ トK―Ar年

代が86.6-86.8Ma,ジ ルコンのFT年代が85.2Maを

示 してお り,西彼杵地域の結晶片岩 とも近似 し

ている (高木ほか,2012:2013).

(2)大 山岬層

高知県安芸市南東部に分布 し (第 9図 ),安芸

構造線を挟んで四万十帯と接 してお り,下位か

ら砂泥互層,礫岩・砂岩層,泥岩層 となってい

る (平ほか,1980:山崎ほか,1993)。 このうち中

間の礫岩層は最大 lmに も達する結晶片岩礫が

含まれてお り,その化学組成からは三波川変成

岩に属するものと考えられている (馬渕,1995).

山崎ほか (1995)では上部の泥岩層から放散虫

化石を見出し,中期始新統と報告している.

また,結晶片岩礫の自雲母K―Ar年代からは71-

78Ma(吉倉ほか,1991)と してお り,変成年代と

すれば三波川帯起源 と考えて相違ない。

以上の通 り,四 国地方の三波川帯起源の結晶

片岩を主とする礫岩層の堆積年代は,西彼杵地

域に類似する中期始新統と考えられている。な

お,四 国地方では,礫岩の堆積場が中央構造線

の外帯側に位置する。
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第 9図 :四 国地方における三波川帯起源と思われ
る結晶片岩を含む礫岩層 (日 本シームレス地質
図に加筆)

5.ま とめ

今回のレビューの結果からは,西彼杵周辺 と

四国地域に見られる結晶片岩礫の堆積年代は中

部始新世を中心とする時期に一致する.西彼杵

地域については,結晶片岩礫の放射年代のデー

タはないものの,結晶片岩そのものの年代 と,

四国における結晶片岩礫の絶対年代は近似する

ことから,西彼杵変成岩は四国から関東まで続

く三波川帯の一部であり,一連の中央構造線の

活動により上昇 して,地表へ運ばれたものと推

察される。

ジルコンの年代からは白亜紀後期 (約 9000万

年前)における島孤での火成岩や堆積岩 (領家

帯 ?)が 当時の沈み込み境界に運ばれたのち,

沈み込み帯内部に運ばれて変成作用を受けた

(白 亜紀末 :約7000万年前 )。 その後,中期始新

世 (約4000万年前)ま でには,一連の中央構造

線の活動が開始 して三波川帯が上昇 した可能性

がある (第 10図 ).

なお,九州地方では,西彼杵周辺と東端の佐

賀関半島の間で,三波川帯が見られない.こ の

理由が,①中央構造線は活動 したが,三波川帯

は上昇 しなかった,②中央構造線の活動ととも

に三波川帯も上昇 したが,そ の後のテク トニッ

クな要因で削剥・欠損 した,な どいずれの要因

によるものかは,今後の検討課題である。

地質年代
110      100 90 70 60 40    30(Ma)

第 10図 :西彼杵および四国地方の礫岩層から推察される三波川帯の形成と上昇過程
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